
川(;2 折畑A/;:二組詰 r-(1,,･i().打た 制21-､帖し･jI日が.!

rl.-1し車∴i,昌･p-‖上t_巧.十'L巨∴ 付し侶聴昌､卜iくtl日高川i

症族群を隻し,洞沢護で特徴的な所鼠を示した興味深も､

症例であると思われノる約で報告する"

l王トニト二再上証トト..jt‖_付目T:}(I:L･tli-/J‖ir鼎 ∴廿

姦裟蔓欄 轟 漂う覧竿聖儲 鮎 宗純 -9

外傷性急使硬膜打胤膝で予覚歯縮ま二哨間という短日間

に卵塊も臆の急速な消過と症状改善をみた興味ある----例を

ホヤ5-巨 .∴･/I-~圧∴･fL-∴

症例は息転官顔暦年歩着京中断をこ跳ねもれ函緩よ約意識滴

数あを/信濃禽約ほ分後学近艶搬送時や意識レベル望㈲予

願を認めた申

･1･紺]!-1帖紬,･な､卜両 雄溝-.;:).r,.E:言上 ＼∴帖~烏:tTLr"軒∴

L孝吉ミ片麻棒を認め声m､ではと鮎厳容積は苧受歯直後殿約1/詔

と著明な減IJipをみたや

威厳容積は堂傷直後の約且声量と藍に縮少し/ていた.

愛鷹且3時間後Q)mへでは殆んと鹿渡は消教L麻輝鮎

消え普意識清明となった,

泰例の如く声外傷性急性硬膜下血腫で,敵膝の急速な

消過と症状改善をみた例は職掌摘ミなく,考:伊)磯序転含めや

若干の文献的考察をおをほて観望盲-する平

荒井 断 行 下離 断 叛 喜怒謡繍 葦院)小∴'-;i王U●li･

蚤症急性硬膜下血腫は緊急な外科的治療を牽すること

は言うまで私ないBL∴かし 我母はその自然消退例を経

験上}二ハL･Y.-ニ_LY,＼'Iltl叫L,i_守亘卜裾十巨∴

拙畑二__粧送､目上言;意識言l州-1.'()いて･し､′ll卜上し舶十

甘湖針術二IllこiうL<i＼rL､吊緋だ日､~血腫,_･~守･L雄~町J〔Illi(u如し､

sh呈鉦をと私なっていた可外翻的治療の適鑑三と殿判断で

鷹や)をこ当料へ転送された.激見時意識旦臓であったが麻

坤∴∴.細目1(vl､しい)約1時間総'lぅLvl､~上目硬膜卜lI'…L

浩二め厳選な観察下をこmammito過を投巻し対症療法を施

では漉脳半球喝隆部碍硬膜下ぬ膿がテy卜に沿って髪をこ.

テy卜下-流出していると考え較)れる像がみられた抄そ

が粥をLていると謄察きれた&

i眉1十11日‥守シtl

宝金 清機番太を養要
一!?浩二も ヨ十 ･十三.諾意磯 欝還霧耗院)

今圧 ,往':言予町打十七･､雄照.甘….信頼､冊J棚湖∴

合併Lた硬膜下級貯留が､)-磯を経験したず､ニめ予若干の覚

猷だ殿考察をBEjえ報告するh

症例ニ63歳異観 葦トミ訴:左額fj頭部繍Q既往歴:9月に

蔽腺癌にて厳脇切除齢施拒食磯病歴:平成息年男月頃よ

盲㌔き左側頭部痛を鉦鑑を除射こ増強してきたため同12月15

㌢護泡騨をÅ院となる.A院噂所鼠:左側頭部軽度膨隆と圧

㌔二線かに敏腕汗液貯留を認軌 転移性経癌の診断となるけ
･:､i:::.Ll座汗言いiJ･服∴i..'丹至言亘信頼工㍉∵-す∵吊車烏!.陣

-JlL,畑丹判｣.('1Ⅰ､ト(､八N∴膏蝉tAt用r'描出!.'∴照fしてJ,

認め渋∴緊急手術にて予貯留液洗浄タドレ1--ジLノたた

頭蓋骨,硬膜-の転移性賭場を亜全摘L予術後病理をこて

硬膜内層血管内-の著明な慮轟塞栓を認めた9腺癌塞栓

をこよる硬膜静脈醗)還流障害の感化が硬膜甘酒貯留の成因

に関を-している鮎のと考え量られた血

息誤-削 慢性硬膜下血腫術後をこ融陵内股下髄液
貯留をきたLだ漫症例

斎藤 均痛 湯 広志喩 賢髭 琵鰯 院)

穿頭術をこよ-ノ)て血廃除去声洗浄サドレナ--ジを行なっ

藤の及例を経験Lたので,若干の文献的考察を加えて報
告日-.

症例は58歳男性サ交通事故で発願から亙れ鍔後に右慢

性硬膜yEfa魔をきたL野穿頭術をこより血腰は消紫したが声

1~f]･Lj凍∴_I,こ慢性硬膜卜【ll潮巨同様L'1TL'帝位TlL.十 ｢二.

舶杢1･i川~::Il潤汁t:,iI棋戦Wlt挿吊り凍上!_:/}二八㌦ 鉦日工-

穿頭孔から血腫を除去して脳室管を用い,除圧をかけず

をこ緩徐をこ残存血腫のドレナ-ジを試みた8ドレナ-ジか

/L"∫-頼液:1号畑卜巨二に打直▲Jfl:∴1∴(､′Ⅰ'吊朋栄卜∴flt


